
す　
る　
堤　
防　
が　
相　
次　
ぎ　
、　
円　
山　
川　
流　
域　
で　
１　

万　
６　
８　
３　
３　
戸　
が　
浸　
水　
。　
明　
治　
以　
降　
最　
悪　

の　
水　
害　
と　
な　
り　
、　
住　
民　
の　
不　
安　
が　
消　
え　
る　

こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　

そ　
の　
た　
め　
、　
１　
０　
０　
年　
に　
１　
度　
の　
洪　
水　
を　

想　
定　
し　
て　
、　
日　
高　
町　
西　
芝　
で　
は　
平　
成　
７　
年　

に　
堤　
防　
の　
補　
強　
工　
事　
に　
着　
手　
し　
、　
堤　
防　
は　

信　
頼　
で　
き　
る　
強　
固　
な　
も　
の　
へ　
と　
変　
貌　
を　
遂　

げ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
、　「　
桜　
づ　
つ　
み　
回　
廊　
」　は　
、　
安　

ら　
ぎ　
を　
与　
え　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　い　
ざ　
と　
い　
う　

災　
害　
時　
に　
、　
私　
た　
ち　
の　
安　
全　
を　
守　
っ　
て　
く　
れ　

る　
心　
強　
い　
味　
方　
で　
も　
あ　
る　
の　
で　
す　
。　

周　
辺　
住　
民　
は　
桜　
の　
管　
理　
法　
を　
学　
ぶ　
講　
習　

会　
を　
開　
い　
た　
り　
し　
て　
、　
こ　
の　「　
桜　
づ　
つ　
み　
回　

廊　
」　
を　
1  0  
年　
、　
2  0  
年　
に　
渡　
っ　
て　
、　
大　
事　
に　
守　

り　
育　
て　
よ　
う　
と　
努　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
、　

洪　
水　
の　
恐　
ろ　
し　
さ　
と　
、　
桜　
づ　
つ　
み　
の　
も　
う　
ひ　

と　
つ　
の　
役　
割　
を　
知　
っ　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　
し　
ょ　
う　
。　

協　
力　

日　
高　
町　

国　
土　
交　
通　
省　
豊　
岡　
河　
川　
国　
道　
事　
務　
所　

使　
わ　
れ　
る　
の　
で　
す　
。　

一　
見　
か　
わ　
い　
そ　
う　
な　
気　
も　
し　
ま　
す　
が　
、　

こ　
う　
し　
た　
桜　
づ　
つ　
み　
の　
も　
う　
ひ　
と　
つ　
の　
役　
割　

は　
、　
円　
山　
川　
が　
歩　
ん　
で　
き　
た　
歴　
史　
を　
ひ　
も　

と　
け　
ば　
、　
理　
解　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

円　
山　
川　
の　
歴　
史　
、　
そ　
れ　
は　
洪　
水　
と　
の　
戦　

い　
と　
い　
っ　
て　
も　
過　
言　
で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
多　

く　
の　
恵　
み　
を　
も　
た　
ら　
し　
て　
き　
た　
円　
山　
川　
で　

す　
が　
、　
ひ　
と　
た　
び　
大　
水　
と　
な　
れ　
ば　
、　
堤　
防　
は　

切　
れ　
て　
濁　
流　
が　
堤　
外　
に　
あ　
ふ　
れ　
、　
田　
畑　
は　

土　
砂　
で　
埋　
ま　
り　
、　
家　
や　
橋　
は　
流　
さ　
れ　
、　

人　
々　
は　
自　
然　
の　
猛　
威　
に　
苦　
し　
め　
ら　
れ　
て　
き　

ま　
し　
た　
。　

記　
録　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
江　
戸　
時　
代　
の　
２　
６　
０　

年　
間　
、　
円　
山　
川　
流　
域　
が　
水　
害　
を　
受　
け　
な　
い　

年　
は　
な　
か　
っ　
た　
と　
い　
っ　
て　
も　
よ　
く　
、　
周　
辺　
住　

民　
の　
一　
番　
の　
心　
配　
事　
は　
川　
の　
氾　
濫　
で　
し　
た　
。　

河　
川　
改　
修　
は　
住　
民　
の　
悲　
願　
だ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
大　
正　
９　
年　
か　
ら　
昭　
和　
1  2  
年　
に　

か　
け　
て　
行　
わ　
れ　
た　
大　
改　
修　
に　
よ　
り　
、　
円　
山　

川　
の　
堤　
防　
は　
整　
備　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
昭　
和　
3  4  
年　
に　
起　
き　
た　
伊　
勢　
湾　

台　
風　
に　
よ　
る　
水　
害　
で　
は　
、　
上　
流　
部　
で　
決　
壊　

円　
山　
川　
沿　
い　
に　
植　
え　
ら　
れ　
た　
桜　
並　
木　
。　

日　
高　
町　
西　
芝　
か　
ら　
府　
市　
場　
に　
か　
け　
て　
の　
円　

山　
川　
左　
岸　
沿　
い　
に　
は　
、　
約　
1  .  5  
キ　
ロ　
の　「　
桜　
づ　

つ　
み　
回　
廊　
」　が　
整　
備　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　

は　
、　
国　
に　
よ　
る　
堤　
防　
の　
補　
強　
工　
事　
に　
と　
も　

な　
い　
、　「　
桜　
づ　
つ　
み　
モ　
デ　
ル　
事　
業　
」　の　
認　
定　
を　

受　
け　
て　
実　
施　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
他　
に　
円　
山　
川　

沿　
い　
で　
は　
、　
豊　
岡　
市　
土　
渕　

ひ
じ
う
ち

・　
出　
石　
町　
弘　
原　
で　

も　
春　
に　
桜　
を　
み　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

西　
芝　
地　
区　
で　
は　
補　
強　
さ　
れ　
た　
堤　
防　
に　
盛　

土　
が　
さ　
れ　
、　
そ　
こ　
に　
植　
え　
ら　
れ　
た　
花　
木　
は　

約　
１　
２　
０　
０　
本　
。　
桜　
・　
紅　
葉　
・　
椿　
・　
ツ　
ツ　
ジ　
・　

サ　
ザ　
ン　
カ　
な　
ど　
、　
四　
季　
折　
々　
の　
花　
木　
を　
楽　

し　
む　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
堤　
防　
に　
は　

ウ　
ッ　
ド　
チ　
ッ　
プ　
を　
敷　
き　
詰　
め　
た　
散　
策　
道　
や　
あ　

ず　
ま　
屋　
も　
設　
置　
さ　
れ　
て　
い　
て　
、　
散　
歩　
や　
ジ　
ョ　

ギ　
ン　
グ　
な　
ど　
に　
も　
活　
用　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

地　
域　
住　
民　
の　
憩　
い　
の　
場　
と　
し　
て　
、　
新　
た　
に　

生　
ま　
れ　
変　
わ　
っ　
た　
円　
山　
川　
の　「　
桜　
づ　
つ　
み　
回　

廊　
」　。　
し　
か　
し　
、　
桜　
づ　
つ　
み　
の　
役　
割　
は　
そ　
れ　
だ　

け　
に　
と　
ど　
ま　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
洪　
水　
時　
に　
は　
、　
盛　

土　
は　
土　
の　
う　
を　
作　
る　
た　
め　
に　
、　
花　
木　
も　
ま　

た　
伐　
採　
さ　
れ　
、　
水　
防　
活　
動　
の　
資　
材　
と　
し　
て　
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円
山
川　
の
堤
防
沿　
い　
に
咲
き
始
め　
た
桜

い
ざ
と
う　
い
う
水
害
時
に　
は
住
民
を
守
る
心
強　
い
味
方
と　
な　
る

桜
づ　
つ　
み
回
廊
の
役
割

日高町西芝地区に整備された「桜づつみ回廊」

地元では管理会を結成し、桜づつみを守っている



い　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
峠　
の　
頂　

上　
に　
は　
茶　
屋　
が　

あ　
り　
、　
明　
治　
2  5  
年　

に　
は　
旅　
人　
の　
安　

全　
を　
祈　
願　
し　
て　

「　
延　
命　
地　
蔵　
大　
菩　
薩　
」　と　
台　
座　
に　
記　
し　
た　
大　

き　
な　
お　
地　
蔵　
さ　
ま　
が　
祀　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　

今　
は　
台　
座　
を　
残　
す　
の　
み　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

旧　
国　
鉄　
・　
山　
陰　
本　
線　
の　
開　
通　
に　
よ　
り　
、　

一　
時　
人　
通　
り　
が　
少　
な　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　

自　
動　
車　
社　
会　
の　
到　
来　
と　
と　
も　
に　
道　
路　
の　
改　

修　
が　
行　
わ　
れ　
、　
昭　
和　
3  8  
年　
に　
旧　
国　
道　
９　
号　

が　
完　
成　
。　

流　
通　
路　
と　
し　
て　
、　
再　
び　
、　
交　
通　
量　
は　
増　

え　
ま　
し　
た　
が　
、　
道　
幅　
は　
狭　
い　
う　
え　
急　
勾　
配　
、　

急　
カ　
ー　
ブ　
の　
連　
続　
で　
、　ヘ　
ア　
ピ　
ン　
カ　
ー　
ブ　
で　

は　
大　
型　
車　
の　
対　
向　
が　
困　
難　
で　
し　
た　
。　

そ　
れ　
に　
加　
え　
、　
冬　
に　
は　
積　
雪　
が　
2  .  5  
メ　
ー　

ト　
ル　
に　
達　
す　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
、　ス　
リ　
ッ　
プ　
事　

故　
な　
ど　
で　
交　
通　
不　
能　
に　
な　
る　
こ　
と　
も　
し　
ば　

温　
泉　
町　
千　
谷　

ち
だ
に

か　
ら　
鳥　
取　
県　
岩　
美　
町　
へ　
越　

す　
、　
か　
つ　
て　
の　
山　
陰　
道　
・　
蒲　
生　
峠　
。　
旧　
国　
境　

に　
あ　
る　
標　
高　
３　
５　
６　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
こ　
の　
峠　

は　
、　
但　
馬　
と　
因　
幡　
を　
結　
ぶ　
主　
要　
街　
道　
と　
し　

て　
数　
多　
く　
の　
人　
々　
が　
往　
来　
し　
ま　
し　
た　
。　
古　

く　
は　
戦　
国　
時　
代　
の　
羽　
柴　
秀　
吉　
に　
よ　
る　
因　
幡　

攻　
め　
も　
、　
こ　
こ　
を　
通　
っ　
て　
鳥　
取　
に　
向　
か　
い　
ま　

し　
た　
。　

ま　
た　
、　
明　
治　
時　
代　
に　
入　
り　
一　
級　
国　
道　
に　

指　
定　
さ　
れ　
る　
と　
、　
さ　
ら　
に　
往　
来　
の　
激　
し　
さ　

が　
増　
し　
、　
峠　
は　
最　
盛　
期　
を　
迎　
え　
ま　
す　
。　

ふ　
も　
と　
の　
千　
谷　
に　
は　
昭　
和　
2  9  
年　
ま　
で　

「　
こ　
う　
じ　
屋　
」　と　
い　
う　
宿　
屋　
が　
あ　
り　
、　
現　
存　

す　
る　
昭　
和　
初　
期　
の　
宿　
帳　
に　
も　
当　
時　
の　
賑　
わ　

い　
だ　
様　
子　
を　
偲　
ぶ　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

宿　
泊　
者　
の　
中　
で　
特　
に　
多　
か　
っ　
た　
の　
は　
、　
富　

山　
・　
奈　
良　
・　
岡　
山　
か　
ら　
訪　
れ　
た　
薬　
売　
り　
商　

人　
で　
、　
こ　
こ　
で　
数　
十　
泊　
し　
た　
後　
、　
峠　
を　
越　
え　

て　
次　
の　
宿　
場　
町　
へ　
と　
旅　
立　
っ　
て　
い　
っ　
た　
そ　
う　

で　
す　
。　
ほ　
か　
に　
も　
役　
人　
や　
職　
人　
、　
行　
商　
人　
な　

ど　
様　
々　
な　
職　
業　
の　
人　
々　
が　
峠　
を　
往　
来　
し　
て　

か　
つ　
て
雪　
で
閉
ざ
さ
れ
た

国
道
９
号　
の　
最
大　
の　
難
所
は　
、　

蒲
生
ト　
ン　
ネ　
ル　
と　
し　
て

新
た　
に
生
ま　
れ
変
わ
り　
、　

人　
々　
の　
交
流
を
支
え　
て　
い　
る

蒲 生 峠
がもうとうげ

【温泉町～鳥取県岩美町】

し　
ば　
。　

地　
元　
住　
民　
を　
は　
じ　
め　
、　
一　

般　
ド　
ラ　
イ　
バ　
ー　
か　
ら　
も　
早　
期　

改　
良　
を　
望　
む　
声　
が　
日　
に　
日　

に　
高　
ま　
っ　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
昭　
和　
5  3  
年　
に　
念　

願　
の　
蒲　
生　
ト　
ン　
ネ　
ル　（　
全　
長　
１　
７　
４　
５　
メ　
ー　

ト　
ル　
）　が　
開　
通　
し　
ま　
し　
た　
。　
国　
道　
９　
号　
で　
最　

大　
の　
難　
所　
と　
い　
わ　
れ　
た　
蒲　
生　
峠　
も　
、　
こ　
れ　

で　
安　
全　
か　
つ　
ス　
ム　
ー　
ズ　
な　
走　
行　
が　
可　
能　
と　
な　

り　
、　
但　
馬　
の　
幹　
線　
道　
路　
と　
し　
て　
の　
役　
割　
を　

今　
現　
在　
も　
果　
た　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

今　
も　
昔　
も　
、　「　
人　
・　
情　
報　
・　
文　
化　
」　の　
交　
流　

を　
支　
え　
続　
け　
る　
蒲　
生　
峠　
。　
峠　
の　
茶　
屋　
跡　
か　

ら　
は　
古　
い　
峠　
道　
が　
鳥　
取　
県　
岩　
美　
町　
側　
へ　
と　

下　
っ　
て　
い　
て　
、　
そ　
の　
辺　
り　
に　
は　
当　
時　
の　
姿　
を　

残　
す　
石　
畳　
も　
残　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
歴　
史　
情　
緒　
あ　

ふ　
れ　
る　
こ　
の　
山　
路　
は　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
季　
節　
、　

ハ　
イ　
キ　
ン　
グ　
に　
も　
お　
す　
す　
め　
で　
す　
。　

協　
力　

温　
泉　
町　
教　
育　
委　
員　
会　

国　
土　
交　
通　
省　
豊　
岡　
河　
川　
国　
道　
事　
務　
所　
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国道９号

蒲生峠

昔の山陰道

至温泉町湯村

至鳥取県
岩美町

旧国道9号はつづら折りが続く最大の難所だった。
冬には積雪で通行不能になることもあり、トンネル
工事が急務であった。

現在の蒲生トンネルの様子

蒲生トンネル

温泉町千谷

延命地蔵菩薩の台座

かつてお地蔵さんがあった台座

旧国道９号

茶屋跡

●昼食のみ、入浴のみ、日帰り、宿泊もできます。ご相談ください。

あなたの町まで

お迎えに行きます
〒669-6821 兵庫県美方郡温泉町湯

Tel.0796-92-0186・ 0120-49-0189
●http://www.yumuraonsen.com ●info@yuamuraonsen.com

歓迎会プラン

・15名様以上から、15名様未満の場合は要相談


